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現在，ソフト型の水害対策の課題の一つとして，水防団員数の減尐と充足率

の問題が挙げられる．また，評価することのむずかしい訓練度や組織運営の課

題もある．特に中小の専任水防団の場合，兼任水防団つまり消防団と比べて，

行政の支援が尐ないという現実もある． 

これらの分析は主に社会学などの分野であるため，今後とも構成員の心情も

含めて調査を続けなければならない。しかし，現実に災害に対応する組織とし

ては，直近の課題に対して解決する方向性と対策を検討する必要がある． 

 現代においてはインターネットの普及とともに，行政の気象や河川情報の発

信が進み，情報収集をしやすくなっている.しかし，水防団自体の情報収集力，

伝達力の課題も残る．また，団長の連絡調整の作業を軽減させ，的確な判断・

指揮に集中させる必要もある． 

今回は現在桂川流域において検討されている，専従職員のいない専任水防団

向きの，「団長の決済で低予算かつ簡易に導入・運用・継続することのできる情

報体制構築」の方向性と対策について提示する．また，この対策は自主防災会

等にも転用できるため，今後地域においても試験的に導入し検証に努めたい． 
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